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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 5月 27日 (2005.5.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 子 輸 送 層 を 主 に 構 成 す る 有 機 化 合 物 が 、

母 骨 格 を 含 み 、 複 数 の 母 骨 格 が 共 役 結 合 、 置 換 も し く は 無 置 換 の 芳 香 族 炭 化 水
素 、 置 換 も し く は 無 置 換 の 芳 香 複 素 環 あ る い は こ れ ら を 混 合 し た 基 の い ず れ か に よ り 連 結
さ れ た 構 造 か ら な る 有 機 化 合 物 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 発 光 素 子 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 本 発 明 に お い て 陽 極 は 、 光 を 取 り 出 す た め に 透 明 で あ れ ば 酸 化 錫 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム 、 酸
化 錫 イ ン ジ ウ ム （ Ｉ Ｔ Ｏ ） な ど の 導 電 性 金 属 酸 化 物 、 あ る い は 金 、 銀 、 ク ロ ム な ど の 金 属
、 ヨ ウ 化 銅 、 硫 化 銅 な ど の 無 機 導 電 性 物 質 、 ポ リ チ オ フ ェ ン 、 ポ リ ピ ロ ー ル 、 ポ リ ア ニ リ
ン な ど の 導 電 性 な ど 特 に 限 定 さ れ る も の で な い が 、 Ｉ Ｔ Ｏ ガ ラ ス や ネ サ ガ ラ ス を
用 い る こ と が 特 に 望 ま し い 。 透 明 電 極 の 抵 抗 は 素 子 の 発 光 に 十 分 な 電 流 が 供 給 で き れ ば よ
い の で 限 定 さ れ な い が 、 素 子 の 消 費 電 力 の 観 点 か ら は 低 抵 抗 で あ る こ と が 望 ま し い 。 例 え
ば ３ ０ ０ Ω ／ □ 以 下 の Ｉ Ｔ Ｏ 基 板 で あ れ ば 素 子 電 極 と し て 機 能 す る が 、 現 在 で は １ ０ Ω ／
□ 程 度 の 基 板 の 供 給 も 可 能 に な っ て い る こ と か ら 、 低 抵 抗 品 を 使 用 す る こ と が 特 に 望 ま し
い 。 Ｉ Ｔ Ｏ の 厚 み は 抵 抗 値 に 合 わ せ て 任 意 に 選 ぶ 事 が で き る が 、 通 常 １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｎ ｍ
の 間 で 用 い ら れ る こ と が 多 い 。 ま た 、 ガ ラ ス 基 板 は ソ ー ダ ラ イ ム ガ ラ ス 、 無 ア ル カ リ ガ ラ
ス な ど が 用 い ら れ 、 ま た 厚 み も 機 械 的 強 度 を 保 つ の に 十 分 な 厚 み が あ れ ば よ い の で 、 ０ ．
５ ｍ ｍ 以 上 あ れ ば 十 分 で あ る 。 ガ ラ ス の 材 質 に つ い て は 、 ガ ラ ス か ら の 溶 出 イ オ ン が 少 な
い 方 が よ い の で 無 ア ル カ リ ガ ラ ス の 方 が 好 ま し い が 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ な ど の バ リ ア コ ー ト を 施 し
た ソ ー ダ ラ イ ム ガ ラ ス も 市 販 さ れ て い る の で こ れ を 使 用 で き る 。 さ ら に 、 陽 極 が 安 定 に 機
能 す る の で あ れ ば 、 基 板 は ガ ラ ス で あ る 必 要 は な く 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 基 板 上 に 陽 極 を
形 成 し て も 良 い 。 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 形 成 方 法 は 、 電 子 線 ビ ー ム 法 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 、 化 学 反 応 法
な ど 特 に 制 限 を 受 け る も の で は な い 。

芳 香 複 素 環 あ る い は 芳 香 族 炭 化 水 素 基 を
有 す る 複 数
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【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 有 機 化 合 物 の 熱 的 安 定 性 の 指 標 と し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が 挙 げ ら れ 、 ガ ラ ス 転
移 温 度 が 高 い ほ ど 熱 的 に 安 定 な ア モ ル フ ァ ス 薄 膜 を 与 え る こ と が で き る 。 本 発 明 の 電 子 輸
送 層 を 主 に 構 成 す る 材 料 は ガ ラ ス 転 移 温 度 が ９ ０ ℃ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま
し く は １ ２ ０ ℃ 以 上 で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は １ ５ ０ ℃ 以 上 で あ る 。 ま た 、 結 晶 化

膜 を 与 え る と い う 観 点 か ら は 冷 結 晶 化 温 度 が 高 い 方 が 好 ま し く 、 具 体 的 に は １ ４ ０ ℃ 以
上 で あ る こ と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は １ ７ ０ ℃ 以 上 、 さ ら に 好 ま し く は ２ ０ ０ ℃ 以 上
で あ る 。 さ ら に 、 極 め て 結 晶 化 膜 を 与 え る と い う 点 か ら は 冷 結 晶 化 温 度 が 観 測 さ
れ な い こ と が 好 ま し い 。 こ こ で い う 観 測 さ れ な い と は 、 試 料 の ガ ラ ス 転 移 温 度 や 冷 結 晶 化
温 度 を 測 定 す る 際 に 、 あ る 一 定 の 速 度 で 試 料 を 昇 温 し た と き の 場 合 で あ り 、 ガ ラ ス 転 移 温
度 以 上 の 温 度 で 試 料 を 長 時 間 保 持 し た 場 合 に 結 晶 化 が 観 測 さ れ る か 否 か を 意 味 す る も の で
は な い 。 尚 、 本 発 明 で は 示 差 走 査 熱 量 計 を 用 い て 温 度 変 調 Ｄ Ｓ Ｃ 法 に よ り 粉 末 試 料 を 測 定
し た 値 を 採 用 し て い る 。
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